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月はおよそ 29.5 日で地球の周りを 1 周
します。月は太陽に照らされた面が輝くた
め、地球から見ると、約 29.5 日ごとに
満ち欠けを繰り返し、月が太陽と反対の方
向にあるとき、写真のように満月になりま
す。月が常に同じ面を地球に向けているの
は、公転周期と自転周期が同じ、つまり地
球の周りを1周（公転）する間に1回自転
するためです。
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地球を離れて宇宙へ行った人類（高度100 km以上）は566名（2020年8月現在）いますが、月面
に降り立った人 “ムーンウォーカー” は、わずか12名しかいません。しかも、有人月面探査は、
そのすべてが半世紀ほど前、1969～72年の「アポロ計画」（米国）で実施されただけです。
月へ向かったある宇宙飛行士がこんな言葉を残しています「私たちは月探査に行ったが、実際
に発見したのは地球だった」。上の「地球の出」画像から見る地球の姿は、私たちがイメージ
してきた “すべてを包み込む壮大な世界” ではなく、地球が漆黒の宇宙空間に漂う美しくもは
かなげな小さな惑星であることを教えてくれたのです。有人月面探査はわずか数年で終了しま
した。いま、人類が再び月をめざそうとしています。初の月着陸から半世紀、月は私たちに何を
語りかけてくれるのでしょうか。

地球を離れて宇宙へ行った人類（高度100 km以上）は566名（2020年8月現在）いますが、月面
に降り立った人 “ムーンウォーカー” は、わずか12名しかいません。しかも、有人月面探査は、
そのすべてが半世紀ほど前、1969～72年の「アポロ計画」（米国）で実施されただけです。
月へ向かったある宇宙飛行士がこんな言葉を残しています「私たちは月探査に行ったが、実際
に発見したのは地球だった」。上の「地球の出」画像から見る地球の姿は、私たちがイメージ
してきた “すべてを包み込む壮大な世界” ではなく、地球が漆黒の宇宙空間に漂う美しくもは
かなげな小さな惑星であることを教えてくれたのです。有人月面探査はわずか数年で終了しま
した。いま、人類が再び月をめざそうとしています。初の月着陸から半世紀、月は私たちに何を
語りかけてくれるのでしょうか。

右の画像は、1969年 7月 20日に人類初の有人月面探査
を成功させた「アポロ11号」の月着陸船からアームスト
ロング船長に続いて月面に降りようとするオルドリン宇宙
飛行士。
上の画像は、そのおよそ半年前に初の有人月周回飛行を成
功させた「アポロ8号」（1968年）が月の周回軌道上か
らクリスマスイブの日に撮影した「地球の出（Earthrise）」。
画像提供：NASA
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